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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月8日(2011.12.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の入力端子を有するデジタルスピーカーと，
　デジタル入力信号及び電源に接続され前記デジタルスピーカーを駆動するデジタルスピ
ーカー駆動装置とから構成され，
　前記デジタルスピーカー駆動装置は，前記デジタルスピーカーのコイル群の近傍に配置
されていることを特徴とするデジタルスピーカー装置。
【請求項２】
　前記デジタルスピーカー駆動装置は，前記デジタルスピーカーのコイル群の直後に配置
されていることを特徴とする請求項１に記載のデジタルスピーカー装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のデジタルスピーカー装置において，
　前記デジタルスピーカーは，ｓ個のデジタル信号入力端子を有し，
　前記デジタルスピーカー駆動装置は，
　デジタル入力信号を変調しｎビットのデジタル信号を出力するΔΣ変調器と，
　前記ΔΣ変調器に接続され，ｎビットのデジタル信号をミスマッチシェーピングしたｍ
ビットのデジタル信号を出力する後置フィルターと，
　それぞれ前記ｍビットのデジタル信号の一部が入力されデジタル信号を出力するｓ個の
駆動回路と，
　前記ΔΣ変調器，前記後置フィルター及び前記ｓ個の駆動素子に電源を供給する電源回
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路と，
　から構成され，前記ｓ個の駆動回路は前記ｓ個のデジタル信号端子に対応していること
を特徴とするデジタルスピーカー装置。
【請求項４】
請求項３記載のデジタルスピーカー装置において，前記電源回路は，前記ｓ個の駆動素子
に可変電圧を供給することにより，前記ｓ個の駆動回路のデジタル信号の出力の振幅を調
整することを特徴とするデジタルスピーカー装置。
【請求項５】
請求項３記載のデジタルスピーカー装置において，さらに，前記デジタル入力信号に所定
の演算処理を施して前記ΔΣ変調器に入力させることにより，前記デジタルスピーカーの
音量を調整するデジタル減衰器を有することを特徴とするデジタルスピーカー装置。
【請求項６】
請求項３記載のデジタルスピーカー装置において，前記ΔΣ変調器，前記後置フィルター
及び前記ｓ個の駆動回路は単一の半導体上に形成されるか，もしくは，単一のパッケージ
に同封されることを特徴とするデジタルスピーカー装置。
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